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▼布基礎下端

▼FL（+20.20）

▼基礎天端（FL+600）

S=1/50

▼地中梁天端

矩計図　3（X21通り） A-K3

▼上弦梁天端(FL+8300)

▼最高の高さ(FL+8440)
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見切材：カラーGL（t）0.4

▼柱天端（FL+5490）

▲トラス梁下端（FL+5400）

見切材：カラーGL（t）0.4
下地：木材：60×120加工

雪止アングル：L-65×65×5（亜鉛メッキ品）：専用支持金物

GL素板（t）0.8
軒先見切面戸：

尾垂れ

GL素板（t）0.4
水切：

▼耐風梁天端（FL+3000）

水切：カラーGL（t）0.4

GL素板（t）0.8
棟包み：

レインシャット加工

エプロン面戸:

GL素板（t）0.8

GL素板（t）0.4

下地：合板（t）12

見切材：カラーGL（t）0.4

折版はぜ締め葺　働き巾：500　山高：160前後

屋根：

GL素板（ｱ）0.8（室内：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ4mm裏貼）
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設計室　小嶋屋
一級建築士　第　208656　号

小嶋　順三

（仮称）山北開発(有)資材センター新築工事

2020.11.16

2020.11.24

2021.01.02

●矩計図で読み解く。

●柱はプレート使用の石場建。

●接合方法は流通金物の組み合わせが基本。

●構造材は6m以下の部材。

地場産材が織りなす製材加工工場

☟伐採された原木。

●みえない価値を感ずるひとが育ちますよう
に。

「希望の林業」に向かって。

☜構造体が幾何学模様を生み出す。

●引張力負担構造材は材料強度が高い材。

●表層地盤改良補強。

●水平剛性は水平筋違と構造用面材の組み合わせ。

●耐力壁は筋違と構造用面材の組み合わせ。

＊命題☞大断面集成材でなく地場産材で構造体を構成すべし。

●屋根は役物無しの一枚成型折版で荷重軽減。

工場は合理的に作業が行える機能空間。

そこには必然的な構造デザインが生まれる。

●「いいものだ」と感じられる意識へと。。

国民ひとりひとりが変えていかなければ。

大量生産された安価な物に飛びつく安易な行動は、見えない
付加価値さえも否定してしまうのでは？ひとが育てる想いも
一緒に。

内部への採光とともに構造体が見えてる。☞

☟原木から製材へ。☟山の神々様への御祈りと御願い。
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（仮称）山北開発(有)資材センター2　新築工事

株式会社　カエツハウス工業 1級建築士事務所 工事名称

図面名称本　　　社　新潟県村上市勝木554-1 　　　　　TEL0254-77-2512

新潟営業所　新潟県新潟市東区豊２丁目4-3　　 TEL025-271-3492

承　　認 担　　当 設　　計 縮　　　尺

設計年月日

図面番号 ＲＥＶ

2021.07.23

（ＫＨ－７．３－２３：第２版）

管理建築士　本間　浩之　大臣登録第318742号

●立面図
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（仮称）山北開発(有)資材センター2　新築工事

株式会社　カエツハウス工業 1級建築士事務所工事名称

図面名称 本　　　社　新潟県村上市勝木554-1 　　　　　TEL0254-77-2512

新潟営業所　新潟県新潟市東区豊２丁目4-3　　 TEL025-271-3492

承　　認担　　当設　　計縮　　　尺

設計年月日

図面番号ＲＥＶ

2021.07.23

（ＫＨ－７．３－２３：第２版）

管理建築士　本間　浩之　大臣登録第318742号

●平面図

葛飾北斎「冨獄三十六景」（ポストカード）より複写掲載。

林業に携わるひとたちの想い。その林業を見守り
続ける施設が生まれる。

林業には未来はあるということ。世の中に問いかけ
続けたい。「建物」という力を借りて。

●子供たちが森林に囲まれて育つ地域共同体
の施設でありますように。

●積雪量：1.2m  風速：32m/S。

●外壁からの自然採光の取り入れ。

●土間床には材料計測兼用の誘発目地。

●外壁腰壁は塩害に強い耐摩GL。

●機械基礎荷重を地盤で支持する土間床。

●機械への配線用ラックは合板。

●自給自足的な地域共同体の実践の場とし
て。また環境教育の場として工場の果たす役
割はあるはず。

●森林に携わるひとたちの想いとその林業を
見守る施設の中で様々なことを体感できるこ
と。子供たちをはじめ一般の人たちの感性を
上げていける場所であることに期待したい。

●建築設計者には「山主の声」と「建て主の
声」をお互いに知らせる役割がある。「近く
の山の木で家をつくる」ことに共感できるに
は、お互いを立場を理解するところから始ま
る。

●地域に根ざした活動をしているのかと自問
する場合がある。建築設計者の必要な職能と
して地域とのコミュニティや信頼を確立する
こと。そこには地域社会への終わりのない奉
仕の強い精神が必要だと感じる。

●江戸時代の製材方法？

●環境資源に囲まれた敷地。

●土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）
が隣接。

●配置図兼用 ●地域共同体のひとつの拠点場所に期待。

●「グーグルマップ」より掲載


